４．上に立つ権威について～ローマ人への手紙13章1節から～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　篠塚予奈（東京告白教会牧師）
「すべての人は、上に立つ権威に従うべきである」という勧め、命令で始まるローマ人への手紙13章1節以下特に7節までは、聖書が、権力について、これを持ち実際に行使する権力者について、つまり具体的には、国家について特に集中して教えている箇所ということが出来るであろう。この箇所は、キリスト者がということになるのであるが、国家とどのようにして関わるべきであるのかという避けることが出来ない課題に取り組み、実践するための指針にもなっている箇所と言える。そこで、この箇所の解釈で、謂わば鍵となるのが、この聖書が語っている「上に立つ権威」とは何であるのかということである。
　これが、先ず、至上の権威、神と並び立つもの、神そのものということは断じてない。「なぜなら、神によらない権威はなく、おおよそ存在している権威は、すべて神によって立てられたものだからである」。それでは、「上に立つ権威」はどのように成り立っているものなのか。存立することが出来ているものなのか。それは、「すべて神によって立てられ」ているからであると聖書に言われる。ただ、その「神によって立てられ」ているということは、神が、上に立つ権威、国家というものを直接創造なさったということでは決してない。そのような聖書証言はない。神が、国家というものを、他のすべての被造物と全く別格にしておられ、特別なものとなさっていることはない。国家というものが、神に直接由来しているものであるということはないのである。
そうではなくて、これは、人が先ず立てたものである。このことを、ローマ人への手紙13章1節以下を読み解くのに、特に合わせて読むべき箇所と言えるペテロの第一の手紙第2章13節以下は、先ず明言している。「あなたがたは、すべて人の立てた制度に、主のゆえに従いなさい。主権者としての王であろうと、あるいは、悪を行なう者を罰し善を行う者を賞するために、王からつかわされた長官であろうと、これに従いなさい」。王を頂点に、その支配下の人々に王の権力を実際に行使する長官たちという機構の国家は、人が先ず立てているものである。これは、「人の立てた制度」に過ぎないのであるが、神により、「すべての人」の益となるよう配置され、用いられる。このことを、ローマ人への手紙13章は「おおよそ存在している権威は、すべて神によって立てられた」と言い表している。国家の権威は、神に限界づけられているものである。この限り、国家は、成立し、存立することが出来るものであり、これにキリスト者も従うべきであり、また「すべての人」も従うべきものである。
　ただ、国家はほぼ常に、その分を超えようし、自らの神に配置された所を外れようとするものである。時に、自らを神格化しようなどとするものでもあり、その際には、同時に、その支配下の民、そのとりわけ、弱く、小さい者を痛めつけ、ないがしろにすることをする。このことは既に、その国家が、その分を超え、神に配置された所を外れていることであり、神に楯突いていることなのである。この国の現政権はまさにこのようなものなのではないか。このような国家に、ただ屈従しなければならないということはない。そのようなことを、ローマ人への手紙13章1節、とりわけその冒頭は断じて命じてはいないのである。
５．アメリカの原理主義的キリスト教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上　豊（広島長束教会牧師）

　日本のキリスト教会は歴史的にアメリカの教会から数多くの恩恵を受けています。そもそも日本キリスト教会の前身である日本基督公会は、米国人宣教師の伝道によって誕生しているのです。現在日本キリスト教会はアメリカ合衆国長老教会（ＰＣ(ＵＳＡ)）とアメリカ改革派教会（ＲＣＡ）と交流を続けています。しかしアメリカには、私たちが信頼できそうにない教会もあります。イラク戦争を初め、アメリカが行う戦争を支えてきたのがアメリカの原理主義的キリスト教だということは広く知れわたってしまいました。原理主義と正統的な信仰の区別がつかない教会外の人たちの中には、「キリスト教は怖い」と思う人も出てきています。　

　キリスト教原理主義の特徴をひとことで言うのは不可能ですが、それはおおむね宗教的体験によって回心することを重んじ、聖書の言葉を一字一句そのまま神の言葉と信じ、個人の救済を求めて福音活動に勤しむことにあるようです。聖書を歴史的・批判的に解釈し、他の宗教との対話に取り組むことは少ないと思われます。今日、米国人の約４分の３がキリスト教徒、そのうち約半数がプロテスタント、約４分の１がカトリックです。原理主義はプロテスタントのさまざまな教派にまたがって広がっており、しばしば「福音派」(エバンジェリカルズ)と称されます。カトリックにも原理主義者はいます。現在、アメリカのキリスト教徒の半数近くが原理主義的だと言われています。つまり大雑把に言って米国人の約４割近くが原理主義的な信仰を持っていることになるのです。

　原理主義は進化論、同性愛、中絶に反対することで知られています。この内、進化論に関しては、創世記１章を根拠に「神は、人間をご自身のかたちに創造されたのであって、動物のかたちではありません。さらに、人は動物を統治するように定められたのです」と主張します（『創造の疑問に答える』ドン・バッテン編、安井亨訳、バイブル・アンド・クリエ―ション、2009年、126ページ）。私はこの解釈を尊重しますが、そこにはどうしても、人間が他の生物に優越しており、これらを意のままに支配して良いという人間中心主義が見えてしまいます。これは歴史的に地球規模の環境破壊を呼び寄せて来た考え方です。進化論は未だに仮説のままであり、証明されたものではありません。ただ人間が神のかたちであることは人間の優越性を証明するものではなく、人間とサルが親戚であっても、それが人間の尊厳を損なうものとは考えません。サルと大して変わらないような人間を罪から救われた、神の偉大さこそたたえられるべきだからです。

　重大なのは、他の生物に対して人間の優越性を掲げるキリスト教原理主義者は、自分たちと異なる人々に対しても否定的態度を示すことです。彼らは自分たちを善の側にいるものとして常に敵を作ります。それは共産主義だったりイスラム教だったりします。胎児の生命を尊重しながら、敵に対しては武力行使をいとわないのです。彼らはハルマゲドン(世界が終わりになる善悪の戦い)を信じ、その時が来たとしても自分たち善人は神が救済してくれると信じています(米谷ふみ子著、ええ加減にしなはれ！アメリカはん　2006年　岩波書店　33ﾍﾟｰｼﾞ)。テサロニケの信徒への手紙一の４章17節を根拠に、自分たちだけは雲に包まれて引き上げられ、空中で主と出会うと信じているようで、無神論者の米谷さんは、彼らはそれで良いとしても、それにつきあわされる世界はたまったものでない、と書いていました。彼らのこうした考え方はアメリカの世界戦略にも影響を及ぼし、日本はアメリカに従わざるをえないために、火の粉がふりかかってくることになるのです。
　アメリカのキリスト教原理主義は、戦争をいとわないということのために世界の平和にとっての不安要因になっています。これに対し私たちが対決しようとするなら、聖書そのものによって立たなければなりません。キリストは神でありながら、天から降って人となり、最も低い、底の底にまで降りられました。それは自分を高いところに置いて自分と違うものを悪として見下し、武力をもってしても打倒しようとする信仰とは根本的に違うのです。彼らは今なお旧約時代の聖戦論を引きずっており、平和の君キリストが戦争を滅ぼされたことを見ていません。キリストの十字架に立ち返ることこそ、このような信仰の逸脱を克服する道なのです。
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